
『
明
暗
』
雑
攷
（
二
）

石

﨑

等

二
、
漱
石
と
ト
ル
ス
ト
イ
（
そ
の
Ⅰ
）

二
・
一

内
田
魯
庵
宛
の
三
通
の
書
簡

内
田
魯
庵
に
は
二
種
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
翻
訳
が
あ
る
。
魯
庵
が
そ
れ
を
漱

石
に
献
呈
し
て
い
る
こ
と
が
、
三
通
の
お
礼
の
返
書
に
よ
っ
て
分
か
る
。

拝
啓
其
後
御
無
沙
汰
御
海
恕
願
上
候
日
本
へ
御
訳
載
の
復
活
毎
日
拝

〔
見
〕
致
居
候
大
分
長
篇
故
随
分
の
御
骨
折
と
奉
拝
察
候
。（
後
略
、
明

治
三
八
年
四
月
一
八
日
付
）

拝
啓
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
御
寄
贈
を
蒙
り
深
謝
早
速
読
了
致
候
小
生
浅
学

に
て
イ
ワ
ン
の
原
書
を
よ
ま
ざ
り
し
為
め
却
て
一
段
の
興
味
を
覚
え

候
。
ど
う
か
し
て
イ
ワ
ン
の
様
な
大
馬
鹿
に
逢
つ
て
見
た
い
と
存
候
。

出
来
る
な
ら
ば
一
日
で
も
な
つ
て
見
た
い
と
存
候
。
近
頃
少
々
感
ず
る

事
有
之
イ
ワ
ン
が
大
変
頼
母
し
く
相
成
候
。
イ
ワ
ン
の
教
訓
は
西
洋
的

に
あ
ら
ず
寧
ろ
東
洋
的
と
存
候
。
右
不
取
敢
御
礼
迄

草
々
頓
首
（
明

治
三
九
年
一
月
五
日
付
）

…
…
只
今
高
著
「
復
活
」
丸
善
よ
り
寄
贈
あ
り
函
中
に
御
恵
書
を
発

見
御
芳
志
万
謝
致

候
（
中
略
改
行
）
挿
画
面
白
く
候
。
何
人
に

や
、
日
本
に
て
あ
れ
程
西
洋
じ
み
た
も
の
を
書
き
得
る
人
有
之
や
。
小

生
実
は
英
訳
の
「
復
活
」
を
読
ま
ず
或
は
原
書
の
挿
画
を
其
儘
御
用
ひ

か
と
も
存
候
。
巻
頭
の
肖
像
も
頗
る
上
出
来
賛
成
に
候
。（
中
略
改
行
）

実
は
昔
し
日
本
新
聞
で
拝
見
せ
る
儘
に
候
。（
後
略
、
明
治
四
一
年
一

一
月
六
日
付
）

一
番
目
の
も
の
は
新
聞
『
日
本
』
に
明
治
三
八
年
四
月
五
日
か
ら
訳
載
さ

れ
始
め
た
（
連
載
は
同
年
一
二
月
二
二
日
ま
で
）
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
復
活
』

の
こ
と
で
あ
る
。
三
番
目
の
も
の
は
、
同
年
一
〇
月
に
丸
善
か
ら
出
版
さ
れ

た
前
編
が
寄
贈
さ
れ
た
と
き
の
礼
状
で
あ
る
。
装
幀
、
挿
画
、
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
ー
な
ど
、
漱
石
の
関
心
が
そ
の
造
本
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
後
編
は
同

じ
丸
善
か
ら
明
治
四
三
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
漱
石
に
寄
贈
さ
れ
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た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
多
分
贈
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
折

の
書
簡
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。「
英
訳
の
「
復
活
」
を
読
ま
ず
」
と
い
う
文

面
は
興
味
深
い
が
、
漱
石
と
ト
ル
ス
ト
イ
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
す
る
と
、
そ

の
受
容
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
々
（
１
）

あ
る
。

平
岡
敏
夫
・
山
形
和
美
・
影
山
恒
男
編
『
夏
目
漱
石
事
典
』（
二
〇
〇
〇
・

七
、
勉
誠
出
版
）
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
項
目
（
影
山
氏
執
筆
）
に
は
、
東
北
大

学
の
漱
石
文
庫
に
八
種
の
英
訳
本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
漱
石
が

英
国
留
学
中
に
購
入
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
平
成
版
『
漱
石
全
集
』
第

二
七
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
・
一
二
）
の
「
漱
石
山
房
蔵
書
目
録
」
は
、

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
新
書
版
全
集
全
三
五
巻
の

第
三
三
巻
「
別
冊
中
」
に
収
め
ら
れ
て
以
来
の
目
録
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ

こ
で
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
著
作
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
訳
し
て
記
載
す

る
）。・『

コ
サ
ッ
ク
』

Ｎ
・
Ｈ
・
ド
ー
ル
訳

・『
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
ー
ル
』

Ｉ
・
Ｆ
・
ハ
ッ
プ
グ
ッ
ド
訳

・『
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
と
そ
の
他
の
物
語
』

ド
ー
ル
訳

・『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』

訳
者
不
詳

・『
戦
争
と
平
和
』
二
巻

ド
ー
ル
訳

・『
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ

家
庭
の
幸
福
』

訳
者
不
詳

・『
人
生
』

ハ
ッ
プ
グ
ッ
ド
訳

・『
芸
術
と
は
何
か
』

Ｌ
・
モ
ー
ド
／
Ａ
・
モ
ー
ド
訳

と
こ
ろ
が
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
漱
石

文
庫
目
録
』
で
は
『
芸
術
と
は
何
か
』（
通
し
番
号
七
九
一
）
一
冊
の
み
で

あ
る
。こ
れ
は
、一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
、小
宮
豊
隆
ら
の
尽
力
で
「
夏

目
純
一
氏
か
ら
購
入
し
た
」（『
漱
石
文
庫
目
録
』
を
作
成
し
た
東
北
大
学
附

属
図
書
館
調
査
研
究
室
に
よ
る
「
紹
介
」）
旧
蔵
書
約
三
〇
〇
〇
冊
の
う
ち
、

従
来
『
漱
石
山
房
蔵
書
目
録
』
と
し
て
全
集
に
収
め
ら
れ
て
き
た
も
の
の
中

に
（
２
）

あ
る
。
し
か
し
上
記
し
た
『
芸
術
と
は
何
か
』
を
除
く
七
冊
は
、
戦
後
の

蔵
書
整
理
の
過
程
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
か
、
東
北
帝
国
大
学
に
行
き
そ
び

れ
、
夏
目
家
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
が
そ
の
後
に
補
充
さ
れ
た
も
の
か
、
そ

の
辺
の
事
情
は
分
か
ら
な
い
。
平
成
版
全
集
の
「
凡
例
」
で
は
、《
従
来
の

「
目
録
」
に
追
加
・
変
更
を
加
え
た
内
容
・
記
載
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
学

附
属
図
書
館
に
お
け
る
蔵
書
の
閲
覧
に
よ
る
ほ
か
、
同
図
書
館
が
一
九
七
一

年
一
〇
月
に
作
成
し
た
『
漱
石
文
庫
目
録
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

特
殊
文
庫
目
録
シ
リ
ー
ズ
１
）
の
記
載
を
参
考
に
し
た
。》
と
あ
り
、
一
九

七
一
年
の
段
階
で
は
書
き
込
み
の
あ
る
『
芸
術
と
は
何
か
』
以
外
は
落
と
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
七
冊
に
書
き
込
み

印
を
示
す
「
＊
」
が
な
い
こ
と
も
、
初
期
の
整
理
の
段
階
で
軽
ん
じ
ら
れ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

論
点
を
漱
石
の
ト
ル
ス
ト
イ
受
容
問
題
に
戻
せ
ば
、
蔵
書
目
録
に
関
し
て

不
明
な
点
が
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
う
ち
漱
石
が
留
学
中
に
読
了
し
た
の
は

『
芸
術
と
は
何
か
』
一
冊
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
前
記
「
凡
例
」
に

よ
れ
ば
、「
今
回
の
閲
覧
は
す
べ
て
の
蔵
書
に
及
ん
で
お
ら
ず
」
と
も
あ
り
、

架
蔵
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
た

と
え
ば
、
明
治
四
〇
年
八
月
一
五
日
付
の
小
宮
豊
隆
宛
の
書
簡
で
「
ト
ル
ス

ト
イ
の
独
訳
」
に
触
れ
、「
あ
れ
を
か
く
に
際
し
て
沙
翁
を
繙
読
し
た
の
が

七
十
五
歳
だ
と
称
し
て
ゐ
る
。
其
前
に
も
度
々
読
ん
だ
と
あ
る
。
ト
ル
ス
ト

イ
の
様
に
気
力
が
あ
る
と
僕
も
大
作
物
を
出
す
。（
改
行
）
ト
ル
ス
ト
イ
は

沙
翁
を
読
ん
で
人
の
様
に
面
白
く
な
い
と
公
言
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
が
甚
だ
よ

ろ
し
い
。
好
漢
愛
す
べ
し
で
あ
る
。W

hat
is
A
rt

で
も
自
分
の
思
ふ
事
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を
勝
手
に
述
べ
て
ゐ
る
。
あ
の
男
の
頭
に
は
感
服
せ
ん
が
あ
の
意
気
に
は
感

服
す
る
。」
と
書
き
送
っ
た
。
紅
野
敏
郎
の
注
解
で
は
、
一
九
〇
六
年
に

「M
.Enkhausen

に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
論
」
の
こ
と
で
、

小
宮
か
ら
ド
イ
ツ
語
を
学
び
始
め
た
こ
ろ
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

本
は
『
目
録
』
に
入
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
漱
石
が
英
国
留
学
中
に
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
説
を

読
ん
だ
可
能
性
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
一
月
、
阿
部
次
郎
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
泥
濘

結
婚
の
幸
福
』
をEugen

D
iederichs

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
訳

を
底
本
に
し
て
博
文
館
か
ら
翻
訳
出
版
し
た
。『
泥
濘
』
と
い
う
表
題
の
正

式
名
は
『
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
』
で
あ
り
、
阿
部
が
出
版
社
の
意
向
を

汲
み
、
主
題
を
「
肉
体
的
恋
愛
と
結
婚
と
は
人
生
を
弱
ら
す
泥
濘
で
あ
る
」

（「
序
」）
と
読
ん
で
勝
手
に
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。

阿
部
は
前
年
一
二
月
に
同
じ
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
光
あ
る
う
ち
光
の
中
に
歩

め
』
を
新
潮
社
か
ら
翻
訳
出
版
し
て
い
る
。
二
つ
の
（
実
は
三
つ
の
）
翻
訳

か
ら
見
る
限
り
、
阿
部
は
ロ
シ
ア
文
学
者
を
除
け
ば
、
当
時
も
っ
と
も
ト
ル

ス
ト
イ
に
精
通
し
て
い
た
。

露
西
亜
語
の
読
め
な
い
訳
者
は
英
独
の
諸
訳
に
就
い
て
、
最
も
信
用

が
出
来
さ
う
な
も
の
を
探
し
て
こ
れ
を
定
本
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
翻
訳
と
し
て
定
評
あ
る
も
の
は
独
逸
で
は

Eugen
D
iederichs

か
ら
出
て
ゐ
る
全
集
、
英
吉
利
で
は

Louise
and

A
ylm
er
M
aude

及
び

Constance
Garnett

等
の
諸
訳
で
あ

る
。
そ
の
他
モ
ー
ド
は
又H

apgood

のChildhood

、Boyhood
and

Y
outh

を
推
奨
し
て
ゐ
る
。
併
し
こ
れ
等
の
訳
本
に
比
較
的
多
大
の
信

用
を
置
い
て
他
の
訳
本
を
参
照
す
る
と
、
他
の
訳
本
の
誤
脱
の
多
い
の

に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
自
分
の
こ
の
翻
訳
は
「
光
あ
る
う

ち
光
の
中
に
歩
め
」
は
、
デ
ィ
デ
リ
ヒ
版
の
独
逸
語
を
定
本
と
し
て

E.J.D
illon

Ph.D

と
云
ふ
人
の
旧
版
の
英
訳
を
参
照
し
た
。
こ
の
一

篇
に
就
い
て
は
、
訳
者
の
英
独
語
に
対
す
る
知
識
の
欠
乏
か
ら
来
る
誤

訳
以
外
に
は
大
き
い
あ
や
ま
り
が
な
い
と
云
へ
さ
う
に
思
ふ
。（『
光
あ

る
う
ち
光
の
中
に
歩
め
』「
凡
例
」）

引
用
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
重
訳
に
よ
っ
て
、
い
か
に
正
確
な
ト
ル
ス

ト
イ
の
テ
ク
ス
ト
に
た
ど
り
着
く
か
、
そ
の
苦
労
は
並
大
抵
の
も
の
で
な

か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
漱
石
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
大
作
に
具
体
的
に
言
及
し
た
記
録
は

意
外
と
少
な
い
。『
復
活
』
と
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
の
二
作
に
過
ぎ

な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
前
者
は
上
述
し
た
よ
う
に
、
魯
庵
の
翻
訳
に
基
づ
く

も
の
だ
が
、
作
品
内
容
や
評
価
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
後
者
は
意
識
的
に
向

き
合
っ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
、
十
分
検
討
に
値
す
る
。
他
に
小
説
中
の
挿
話

だ
が
、『
そ
れ
か
ら
』
で
は
代
助
と
兄
の
誠
吾
の
会
話
で
ト
ル
ス
ト
イ
が
話

題
に
さ
れ
、『
門
』
で
は
市
街
電
車
の
広
告
に
「
露
国
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
伯

爵
作
『
千
古
の
雪
』」
を
登
場
さ
せ
た
点
、
単
な
る
ト
ル
ス
ト
イ
・
ブ
ー
ム

の
反
映
で
は
な
く
、
胸
中
に
は
つ
ね
に
ト
ル
ス
ト
イ
が
蟠
っ
て
い
た
よ
う
に

思
わ
（
３
）

れ
る
。
し
か
し
ト
ル
ス
ト
イ
の
主
著
に
本
格
的
な
関
心
を
寄
せ
始
め
た

の
は
、
職
業
作
家
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
も
明
治
末
期
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
本
格
化
し
た
よ
う
に
思
わ
（
４
）

れ
る
。

相
馬
御
風
が
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
を
翻
訳
出
版
し
た
の
は
大
正
二
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年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
翌
年
あ
た
り
か
ら
漱
石
門
下
生
に
も
ト
ル
ス
ト
イ

へ
の
関
心
が
高
ま
る
。
森
田
草
平
と
安
倍
能
成
に
よ
っ
て
メ
レ
ジ
ェ
コ
フ
ス

キ
ー
の
『
人
及
芸
術
家
と
し
て
の
ト
ル
ス
ト
イ
並
び
に
ド
ス
ト
ヰ
エ
フ
ス
キ

イ
』（
大
正
三
年
二
月
、
玄
黄
社
）
が
出
版
さ
れ
、
次
い
で
、
す
で
に
触
れ

た
阿
部
次
郎
に
よ
る
『
光
あ
る
う
ち
光
の
中
に
歩
め
』
や
『
ク
ロ
イ
ツ
ェ

ル
・
ソ
ナ
タ
』
の
翻
訳
な
ど
が
登
場
す
る
。
し
か
し
ロ
シ
ア
語
か
ら
の
受
容

は
ま
だ
困
難
な
時
代
だ
（
５
）

っ
た
。

魯
庵
宛
書
簡
の
二
番
目
の
も
の
は
『
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
』
へ
の
礼
状
で
あ

る
。
ト
ル
ス
ト
イ
が
老
子
に
代
表
さ
れ
る
東
洋
哲
学
の
叡
知
に
関
心
を
抱
い

て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
漱
石
も
ま
た
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
漱
石
に
は
「
老
子
の
哲
学
」
と
い
う
学
生
時
代
の
レ
ポ
ー
ト
が
あ

り
、
老
荘
思
想
に
は
親
炙
し
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
イ
ワ

ン
を
介
し
て
相
呼
応
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
魯
庵
訳
の
『
イ

ワ
ン
の
馬
鹿
』
は
、
明
治
三
九
年
一
月
、
火
鞭
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
第
一
〇
回
（
明
治
三
九
年
四
月
一
日
『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』）
に
「
馬
鹿
竹
」
の
話
と
し
て
、
ま
さ
し
く
東
洋
的
の
話
に
変
奏
さ
れ

て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。『
文
学
論
』
や
『
英
文
学
形
式
論
』
の
中
に
も
『
芸

術
と
は
何
か
』
を
精
読
し
た
跡
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
文
学
理
論
の
考
察
と
構
築
の
た
め
で
あ
り
、
小
説
の
主
題
や
プ
ロ
ッ
ト
の

展
開
に
関
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

漱
石
の
ト
ル
ス
ト
イ
像
へ
の
関
心
は
英
国
留
学
中
に
始
ま
る
と
し
て
、
そ

れ
が
鮮
明
に
出
て
い
る
の
が
、
正
岡
子
規
の
無
聊
を
慰
め
る
た
め
に
送
っ
た

写
生
文
的
通
信
『
倫
敦
消
息
』
の
中
で
あ
っ
た
。
漱
石
は
毎
朝
『
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
』
新
聞
を
読
む
こ
と
を
日
課
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
日
の
新
聞
記

事
に
は
ロ
シ
ア
新
聞
の
日
本
に
対
す
る
評
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
両
国
が

戦
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、「
日
本
へ
攻
め
寄
せ
る
は
得
策
で

な
い
か
ら
朝
鮮
で
雌
雄
を
決
す
る
が
よ
か
ら
う
」
と
い
う
主
意
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
「
朝
鮮
こ
そ
善
い
迷
惑
だ
」
と
反
発
し
て
い
る
。
続
く
ト
ル
ス
ト

イ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
ト
ル
ス
ト
イ
」
は
先
日
魯
西
亜
の
国
教
を
蔑
視
す
る
と
云
ふ
の
で

破
門
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
下
の
「
ト
ル
ス
ト
イ
」
を
破
門
し
た
の
だ

か
ら
大
騒
ぎ
だ
。
或
る
絵
画
展
覧
会
に
「
ト
ル
ス
ト
イ
」
の
肖
像
が
出

て
居
る
と
其
前
に
花
が
山
を
な
す
夫
か
ら
皆
が
相
談
し
て
「
ト
ル
ス
ト

イ
」
に
何
か
進
物
を
し
様
な
ん
か
ん
て
「
ト
ル
ス
ト
イ
」
連
は
焼
気
に

な
つ
て
政
府
に
面
当
を
し
て
居
る
と
い
ふ
通
信
だ
。
面
白
い
。

子
規
の
受
け
を
狙
い
、
面
白
さ
を
意
識
し
た
気
味
が
感
じ
ら
れ
な
く
は
な

い
が
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
人
間
性
に
つ
い
て
の
情
報
は
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
興
味
は
約
一
〇
年
後
、「
彼
は
ロ
シ

ア
の
民
衆
や
貴
族
の
生
活
や
思
考
や
活
動
の
様
々
な
壮
大
で
す
ば
ら
し
い
情

景
を
描
き
、
ロ
シ
ア
文
学
を
世
界
文
学
の
中
の
高
み
に
ま
で
押
し
上
げ
る
こ

と
に
貢
献
し
た
、
霊
感
を
受
け
た
特
別
な
作
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
ス
ラ
ヴ
派

の
雄
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
小
説
は
西
欧
的
で
あ
っ
た
。」（
Ｅ
・
Ｊ
・
デ
ィ
ロ

ン
『
ト
ル
ス
ト
イ

新
し
い
（
６
）

肖
像
』）
と
し
て
漱
石
の
前
に
大
き
く
立
ち
は

だ
か
る
。
そ
れ
は
も
は
や
『
芸
術
と
は
何
か
』
を
書
い
た
ト
ル
ス
ト
イ
で
は

な
か
っ
た
。
漱
石
に
と
っ
て
、
ト
ル
ス
ト
イ
は
自
分
の
創
作
活
動
の
触
媒
と

な
る
、
一
九
世
紀
の
偉
大
な
小
説
家
の
規
範
と
し
て
無
視
で
き
な
い
存
在
と

し
て
認
識
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
漱
石
が
蒐
集
し
依
拠
し
よ
う

と
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
、
ド
ー
ル
、
モ
ー
ド
、
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ハ
ッ
プ
グ
ッ
ド
な
ど
に
よ
る
英
訳
書
で
あ
っ
た
。

二
・
二

構
想
―
―
類
似
性
と
異
質
性

た
ま
た
ま
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
説
を
読
ん
で
い
て
、
似
た
主
題
な
い
し
は
類

似
し
た
副
主
題
を
誰
か
が
書
い
て
い
た
な
、
と
思
い
、
そ
こ
か
ら
漱
石
の
作

品
が
記
憶
に
甦
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
き
、
し
か
も
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
が

先
行
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
影
響
を
受
け
た

も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
ま
た
漱
石
自
身
が
、
自
分
の
小
説

が
ロ
シ
ア
の
小
説
と
酷
似
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の

影
響
下
に
あ
っ
た
と
論
う
こ
と
も
同
様
だ
ろ
う
。
漱
石
が
『
文
学
論
』
の
理

論
的
中
核
に
据
え
た
《
Ｆ＝

焦
点
的
印
象
や
観
念
》
あ
る
い
は
主
題
の
類
似

性
は
、
作
者
や
時
代
を
跨
い
で
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
ツ
ル
ゲ
ー

ネ
フ
の
『
ル
ー
ジ
ン
』
の
書
き
込
み
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

〇
此
二
三
頁
ヲ
読
ン
デ
余
ノ
「
虞
美
人
草
」
ガ
コ
ヽ
ラ
カ
ラ
ア
ル

hint

ヲ
得
タ
様
ニ
思
フ
人
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
ト
感
ジ
タ
。
驚
イ
タ
。

「
虞
美
人
草
」
ヲ
カ
ク
前
ニRudin

ヲ
読
メ
バ
ヨ
カ
ツ
タ
。
コ
ン
ナ
嫌

疑
ノ
起
ラ
ヌ
様
ニ
カ
イ
タ
モ
ノ
ヲ
。

Ｌ
ガ
Ｒ
ヲ
批
評
ス
ル
言
葉
ハ
少
ナ
ク
ト
モ
宗
近
サ
ン
ガ
小
野
サ
ン
ヲ

見
ル
眼
ト
同
ジ
デ
ア
ル
（
平
成
版
『
漱
石
全
集
』
第
二
七
巻
三
九
二

頁
）

Ｒ
は
ル
ー
ジ
ン
、
Ｌ
は
友
人
の
レ
ザ
ー
ノ
フ
。
漱
石
は
同
時
代
人
の
ト
ル

ス
ト
イ
受
容
と
違
っ
て
あ
く
ま
で
も
小
説
家
と
し
て
テ
ク
ス
ト
に
接
し
て
い

る
。
小
説
の
技
法
や
人
物
の
性
格
描
写
が
も
た
ら
す
効
果
な
ど
詳
細
な
分
析

を
通
し
て
そ
の
構
造
を
検
証
し
て
い
る
。
小
説
家
と
し
て
の
眼
が
働
い
て
い

る
。
同
時
代
人
に
よ
る
批
評
例
と
し
て
、
阿
部
次
郎
の
『
恐
ろ
し
か
つ
た
本

―
―
「
余
を
最
も
強
く
感
動
せ
し
め
た
る
書
に
就
き
て
の
記
憶
と
印
象
」

―
―
』（
大
正
五
年
一
〇
月
『
新
潮
』）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
阿
部
は
自
分
を
震

撼
さ
せ
た
一
冊
と
し
て
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
に
言
及
す
る
。
五
六
年

前
に
、
ア
ン
ナ
の
自
殺
の
経
過
を
跡
付
け
る
の
に
堪
え
か
ね
て
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
正
四
年
春
に
よ
う
や
く
読
了
し
た
と
書
い
て
い

る
。漱

石
は
作
品
に
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
隠
喩
表
現
を
解
き
ほ
ぐ
し
、《
Ｆ

＝

焦
点
的
印
象
や
観
念
》
と
い
う
抽
象
概
念＝

作
者
の
意
図
を
闡
明
し
よ
う

と
す
る
。
人
物
の
性
格
や
繊
細
巧
緻
な
描
写
の
効
果
を
た
ん
ね
ん
に
読
み
込

む
。
と
き
に
小
説
の
全
体
に
及
び
、
と
き
に
細
部
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
る
。

そ
こ
に
は
自
己
の
読
書
体
験
に
基
づ
く
対
比
や
類
比
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
阿
部
次
郎
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
宗
教
や
倫
理
に
関
心
を
寄
せ

る
あ
ま
り
、
近
代
社
会
に
お
け
る
結
婚
問
題
と
い
う
時
代
背
景
に
眼
を
つ
ぶ

り
、
複
合
し
た
筋
書
き
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
細
部
を
読
も
う
と
は
し
な
い
か
ら

小
説
の
構
造
全
体
が
見
え
て
こ
な
い
。
小
説
の
構
造
を
的
確
に
理
解
で
き
な

い
か
ら
、
ト
ル
ス
ト
イ
が
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
で
追
求
し
よ
う
と
し

た
真
実
の
主
題
も
見
え
て
こ
な
い
。
ア
ン
ナ
の
自
殺
の
経
過
を
行
動
と
心
理

か
ら
冷
静
に
分
析
す
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
ず
に
テ
ク
ス
ト
を
放
り
出
し
て
し

ま
う
。
ナ
イ
ー
ブ
な
感
性
の
持
ち
主
だ
ろ
う
が
、
批
評
家
と
し
て
は
失
格
だ
。

ト
ル
ス
ト
イ
の
豊
か
で
修
辞
的
な
言
語
の
反
復
構
造
に
目
を
向
け
な
い
限

り
、ト
ル
ス
ト
イ
の
描
こ
う
と
し
た
主
題
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
だ
。

ア
ン
ナ
の
鉄
道
自
殺
は
重
要
な
主
題
だ
が
、
そ
れ
だ
け
が
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
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ー
ニ
ナ
』
の
眼
目
で
は
な
か
っ
た
。

《
Ｆ＝

焦
点
的
印
象
や
観
念
》
あ
る
い
は
主
題
の
類
似
性
に
つ
い
て
い
え

ば
、
同
様
に
、『
そ
れ
か
ら
』
に
お
け
る
〈
自
然
と
道
徳
の
葛
藤
〉
や
『
彼

岸
過
迄
』
や
『
行
人
』
に
お
け
る
〈
嫉
妬
感
情
〉
な
ど
が
直
ち
に
思
い
浮
か

ぶ
だ
ろ
う
。
と
い
っ
て
も
そ
れ
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』

や
『
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
』
の
影
響
と
直
ち
に
断
定
す
る
こ
と
な
ど
で

き
な
い
。
執
筆
の
時
点
で
漱
石
が
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
も
覚
束
な
い
。
同

時
代
の
ロ
シ
ア
文
学
に
表
象
さ
れ
た
《
Ｆ
》
が
た
ま
た
ま
漱
石
の
文
学
的
な

関
心
と
共
通
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う

な
《
Ｆ
》
を
テ
ー
マ
に
し
て
も
、
物
語
の
道
筋
は
多
様
性
に
満
ち
て
い
る
だ

ろ
う
。
漱
石
は
鈴
木
三
重
吉
宛
の
書
簡
で
、「
ト
ル
ス
ト
イ
。
イ
ブ
セ
ン
。

ツ
ル
ゲ
ネ
フ
。
抔
は
怖
い
事
更
に
な
け
れ
ど
只
自
然
の
法
則
は
怖
い
。」
と

主
張
し
て
（
７
）

い
る
。
物
語
の
展
開
は
〈
自
然
の
法
則
〉
に
よ
っ
て
予
想
外
な
分

化
の
過
程
を
た
ど
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

『
そ
れ
か
ら
』
は
綿
密
な
構
想
メ
モ
に
従
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、「
断

片
五
一
Ｂ
」
の
最
後
の
「
１５
」
は
「
⑵
自
己
ノsurroudings
ノreview

／
車
ニ
乗
ツ
テ
グ
ル
〳
〵
あ
る
く
。
三
千
代
ヲ
訪
フ
。」「
⑶
運
命
ノ
潮
流
。

―
―
１
、
三
千
代
ト
自
分

２
、
平
岡
ト
自
分
、
３
、
社
会
ト
自
分
、
家
ノ

モ
ノ
ト
自
分
」
と
（
８
）

あ
る
。
代
助
と
三
千
代
の
末
路
を
作
家
は
最
後
ま
で
書
い

て
い
な
い
が
、
ウ
ロ
ン
ス
キ
ー
と
ア
ン
ナ
の
よ
う
な
悲
劇
的
結
末
を
予
想
す

る
こ
と
は
難
し
い
。「
１５
」
の
メ
モ
を
素
直
に
と
れ
ば
、
代
助
が
自
分
の
環

境
を
再
吟
味
し
、
人�

力�

車�

に�

乗�

っ�

て�

ぐ
る
ぐ
る
と
走
り
回
り
、
三
千
代
に
会

い
に
行
く
所
で
終
わ
る
の
が
最
初
の
構
想
で
は
な
か
っ
た
か
。

ト
ル
ス
ト
イ
が
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
の
中
で
描
い
た
〈
嫉
妬
感
情
〉

は
、
メ
ラ
ニ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
が
『
羨
望
と
感
謝
』
の
中
で
的
確
に
述
べ
て
い

る
。「
嫉
妬
は
羨
望
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、
…
…
主
に
愛
情
に
関
係
し
て

い
て
、
当
然
自
分
の
も
の
だ
と
感
じ
て
い
た
愛
情
が
、
競
争
者
に
奪
い
さ
ら

れ
た
か
、
奪
い
さ
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
に
あ
る
。」
と
い
う

感
情
だ
ろ
う
。
同
様
な
こ
と
は
漱
石
の
作
品
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
ア
ン
ナ

も
レ
ー
ヴ
（
９
）

ィ
ン
も
、
須
永
市
蔵
も
長
野
一
郎
も
、
第
三
者
の
登
場
や
そ
の
幻

影
に
脅
か
さ
れ
て
〈
嫉
妬
感
情
〉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
だ
ア
ン
ナ
や
レ
ー
ヴ
ィ
ン
に
は
嫉
妬
を
し
た
直
後
に
自
己
相
対
化
の

力
や
反
省
意
識
が
働
き
、
情
念
の
暴
走
は
抑
止
さ
れ
相
手
に
対
し
て
融
和
の

感
情
が
起
き
る
。
そ
の
機
微
は
物
語
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
変

え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ア
ン
ナ
は
運
命
的
に
嫉
妬
か
ら
自
我
を
貫
き
自
殺

へ
の
道
を
選
び
、
レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
嫉
妬
心
を
反
復
し
な
が
ら
次
第
に
縮
小

さ
せ
、
結
果
的
に
そ
れ
を
克
服
し
て
い
く
。
し
か
し
漱
石
の
場
合
は
違
う
。

内
攻
し
た
〈
嫉
妬
感
情
〉
は
主
人
公
の
内
面
で
と
ぐ
ろ
を
巻
き
、
病
理
の
領

域
に
ま
で
進
行
し
、
破
滅
を
予
感
さ
せ
る
も
の
の
ア
ン
ナ
の
よ
う
な
生
き
方

を
と
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

《jealousy

》
と
い
う
語
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
ゼ
ー
ロ
ス
神
に
由
来

す
る
。
嫉
妬
や
羨
望
は
、『
聖
書
』
以
来
人
類
の
普
遍
的
な
課
題
で
あ
り
、

決
し
て
い
や
ら
し
い
感
情
で
は
な
い
。
ル
ネ
・
ジ
ラ
ー
ル
は
、
人
間
は
自
分

た
ち
の
欲
望
を
他
者
か
ら
借
用
し
て
お
り
、
そ
れ
を
欲
望
と
い
う
も
の
が
も

つ
〈
模
倣
的
性
格
〉
と
定
義
し
て
い
る
。
他
者
は
〈
欲
望
の
媒
体
〉
と
呼
ば

れ
、
多
く
の
小
説
作
品
で
は
、〈
欲
望
の
媒
体
〉
が
〈
三
角
形
的
欲
望
〉
の

心
理
学
の
一
角
を
担
い
、
そ
れ
が
モ
デ
ル
・
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
厳
然
と
し
て

存
在
し
て
い
る
の
だ
と
主
張
し
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
に
新
た
な
問
題

提
起
を
（
１０
）

し
た
。

漱
石
の
小
説
史
を
た
ど
る
と
、〈
欲
望
と
い
う
も
の
の
持
つ
模
倣
的
性
格
〉
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及
び
〈
嫉
妬
感
情
〉
は
、『
彼
岸
過
迄
』
で
は
っ
き
り
と
小
説
的
テ
ー
マ
と

し
て
浮
上
す
る
。
須
永
市
蔵
は
親
が
設
定
し
た
田
口
千
代
子
と
の
関
係
に
積

極
的
で
は
な
い
。
そ
れ
が
避
暑
地
・
鎌
倉
小
壺
の
海
岸
で
高
木
と
い
う
青
年

に
遭
遇
し
た
と
き
、「
従
順
な
敬
意
と
最
も
強
烈
な
恨
み
と
い
う
二
つ
の
相

反
す
る
も
の
の
結
合
に
よ
つ
て
作
り
だ
さ
れ
た
胸
を
ひ
き
さ
く
ば
か
り
の
悲

痛
な
感
情
」
が
炸
裂
す
る
。
高
木
は
、
千
代
子
の
妹
百
代
子
の
友
達
高
木
秋

子
の
兄
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
帰
り
の
洗
練
さ
れ
た
青
年
だ
っ
た
。
須
永
は
千

代
子
を
愛
し
て
は
お
ら
ず
、
彼
女
の
縁
談
が
早
く
決
ま
れ
ば
よ
い
と
思
い
つ

つ
、
高
木
の
登
場
に
意
識
的
な
嫌
悪
感
を
抱
き
―
―
そ
の
裏
に
は
敗
北
意
識

と
劣
等
感
が
あ
っ
た
―
―
嫉
妬
の
情
念
を
燃
や
す
。
千
代
子
を
結
婚
相
手
と

し
て
引
き
受
け
る
の
を
厭
い
つ
つ
、
彼
女
を
失
っ
て
し
ま
う
の
も
惜
し
い
と

い
う
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
あ
る
。

漱
石
の
自
信
は
、「
僕
は
自
分
で
文
芸
に
携
は
る
の
で
文
芸
心
理
を
純
科

学
的
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
見
て
も
よ
そ
よ
そ
し
く
て
と
て
も
そ
ん
な
も

の
に
耳
を
傾
け
る
気
が
し
な
い
。
僕
の
は
い
つ
で
も
自
分
の
心
理
現
象
の
解

剖
で
あ
り
ま
す
。
僕
に
は
そ
れ
が
一
番
力
強
い
説
明
で
す
。」
と
い
う
畔
柳

芥
舟
宛
（
大
正
三
・
一
・
一
三
）
の
手
紙
に
示
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
は
『
ア

ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
の
随
所
に
間
歇
的
に
描
か
れ
て
い
る
〈
嫉
妬
〉
と
い

う
情
念
を
知
っ
た
な
ら
、
ま
ず
自
作
の
『
彼
岸
過
迄
』
や
『
行
人
』
を
連
想

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
予
告
的
に
漱
石
の
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
の
読
書
体
験

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
大
正
五
年
の
春
頃
の
「
断
片
」
に
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

○
ト
ル
ス
ト
イ
の
ア
ン
ナ
の
中
の
レ
ヰ
ン
草
を
刈
る
処
（
一
生
懸
命
に

な
る
と
）
無
心
に
な
る
時
あ
り
。
鎌
に
精
神
が
あ
つ
て
一
人
手
に
動
く

や
う
に
思
は
れ
る

○
公
平
、
冷
静
、
正
直
、
落
付
、
ア
ル
処
置
、
然
し
如
何
に
そ
の
残
酷

な
る
か
の
場
合

（「
断
片
七
一
（
１１
）
Ｂ
」）

最
初
の
も
の
は
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
第
三
編
「
四
」
の
一
節
に
該

当
す
る
メ
モ
で
あ
る
。
漱
石
が
摘
出
し
た
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
草
刈
り
作
業
に
つ

い
て
の
「
断
片
」
の
意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
ま
た
二
つ
目

は
、
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
性
格
に
言
及
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
も
し
そ
の
推

定
が
正
し
け
れ
ば
、
漱
石
は
ア
ン
ナ
と
ウ
ロ
ン
ス
キ
ー
の
恋
愛
事
件
よ
り
レ

ー
ヴ
ィ
ン
の
生
き
方
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
証
拠
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。こ

の
点
に
つ
い
て
も
、
他
の
「
断
片
」
を
か
ら
め
て
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー

ニ
ナ
』
の
物
語
内
容
を
分
析
し
つ
つ
、
漱
石
と
ト
ル
ス
ト
イ
の
類
似
性
と
異

質
性
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。『
明
暗
』
と
『
ア

ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
を
軸
に
し
た
漱
石
と
ト
ル
ス
ト
イ
と
い
う
テ
ー
マ
設

定
は
と
り
わ
け
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
論
点
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、

問
題
点
な
ら
び
に
関
連
事
項
を
整
理
し
て
予
め
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

（
一
）『
明
暗
』
の
執
筆
中
、
未
知
の
読
者
で
あ
る
大
石
泰
蔵
か
ら
叙

述
方
法
に
つ
い
て
ト
ル
ス
ト
イ
に
言
及
し
つ
つ
疑
義
を
表
明
し
た
書
簡

が
届
き
、
そ
れ
に
誠
実
に
対
応
し
た
漱
石
の
書
簡
が
二
通
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

（
二
）
雑
誌
『
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
』（
大
正
五
年
九
月
一
日
発
行
）
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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（
三
）
い
く
つ
か
の
「
断
片
」
の
中
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
ア
ン
ナ
・

カ
レ
ー
ニ
ナ
』
に
つ
い
て
の
メ
モ
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
英�

語�

訳�

で�

読
ん

だ
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
上
記
「
断
片
七
一
Ｂ
」
ほ
か
）。

（
四
）
大
正
二
年
一
〇
月
、
相
馬
御
風
に
よ
っ
て
英
語
訳
か
ら
の
『
ア

ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
が
出
版
さ
れ
て
い
て
、
御
風
自
身
、
漱
石
歿
後

に
書
い
た
「『
明
暗
』
を
読
む
」
と
い
う
評
論
で
津
田
由
雄
を
『
ア
ン

ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
の
レ
ー
ヴ
ィ
ン
と
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
観
点
か
ら

比
較
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
。た
だ
し
、漱
石
が
御
風
訳
の
『
ア
ン
ナ
・

カ
レ
ー
ニ
ナ
』（
翻
訳
の
表
題
は
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ニ
ナ
』）
に
目
を
通

し
た
可
能
性
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

（
五
）
大
正
初
期
の
青
年
に
と
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
エ
ゴ
イ
ズ

ム
の
両
極
間
に
生
き
る
こ
と
は
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
漱
石
は
そ

の
点
に
切
り
込
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
―
―
こ
の
点
に
つ
い
て
は
若
干

の
予
告
的
な
説
明
が
必
要
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ト
ル
ス
ト
イ
が
描
く

レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
キ
チ
イ
と
い
う
女
性
と
結
婚
す
る
ま
で
、
エ
ゴ
イ
ス

ト
で
あ
り
短
慮
な
性
格
の
人
間
だ
っ
た
。
漱
石
が
「
断
片
」
に
書
き
残

し
た
「
ア
ル
処
置
、
然
し
如
何
に
そ
の
残
酷
な
る
か
の
場
合
」
は
、
キ

チ
イ
に
対
す
る
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
を
表
し
て

い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
容
赦
な
い
筆
は
登
場
人

物
た
ち
の
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
病
根
を
剔
抉
す
る
こ
と
に
も
向
け
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
構
想
の
中
心
は
、
偏
狭
な
性
格
を
克
服
し
て
、

忍
耐
強
く
公
正
な
態
度
を
貫
こ
う
と
す
る
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
《
生
の
意

義
》
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
Ｇ
・
ス
タ
イ
ナ
ー
は
そ
こ
に
「
絶
え
ざ

る
再
生
」
の
哲
理
の
重
要
性
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
津
田
に

と
っ
て
も
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
《
生
の
意
義
》
と
自
己
の

《
再
生
》
の
可
能
性
を
自
ら
に
問
う
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『
明
暗
』

執
筆
の
意
図
は
ト
ル
ス
ト
イ
を
補
助
線
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
御
風
に
と
っ
て
、
レ
ー
ヴ
ィ
ン
も
津
田
由
雄
も
エ
ゴ
イ
ズ

ム
の
観
点
か
ら
自
己
を
凝
視
す
る
倫
理
的
な
規
範
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、両
作
品
に
は
共
通
性
が
あ
り
、漱
石
に
と
っ

て
、『
明
暗
』
執
筆
前
の
読
書
体
験
が
微
妙
に
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
正
五
年
の
漱
石
を
め
ぐ
る
文
学
的
な
状
況
は
、

ト
ル
ス
ト
イ
の
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
の
存
在
が
大
き
く
絡
ん
で
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。本
稿
は
大
正
五
年
五
月
二
六
日
に
起
稿
さ
れ
た
『
明
暗
』

と
い
う
堅
城
に
少
し
で
も
攻
め
込
も
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

注

（
１
）
そ
の
当
時
、M

aude

夫
妻
に
よ
る
英
訳
《Resurrection

》（『
復

活
』）
が
流
布
し
て
い
た
。
蓜
島
亘
に
よ
れ
ば
、
魯
庵
の
言
を
踏
ま
え
て

底
本
に
モ
ー
ド
を
基
本
と
し
て
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
リ
ト
フ
と
レ
オ
・
ヴ
ィ
ー

ナ
ー
を
参
照
し
た
と
述
べ
て
い
る
（『
ロ
シ
ア
文
学
翻
訳
者
列
伝
』〈
二
〇

一
二
・
三
、
東
洋
書
店
〉
一
一
二
頁
）。
な
お
、
漱
石
文
庫
に
は
、
漱
石

の
手
沢
本
で
同
じ
モ
ー
ド
訳
に
よ
る
『
芸
術
と
は
何
か
』（
ス
コ
ッ
ト
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
）
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
扉
に
は
購
入
時
の

「K
.N
atsum

e
Jan.2,1901

」
と
あ
る
。
漱
石
の
同
書
へ
の
書
き
込
み

は
、
平
成
版
漱
石
全
集
第
二
七
巻
三
八
五
頁
〜
三
九
一
頁
に
収
録
。
漱
石

が
関
心
を
示
し
た
「
原
書
の
挿
画
」
云
々
に
つ
い
て
、
蓜
島
は
前
著
で

「
魯
庵
訳
『
復
活
』
の
特
徴
の
一
つ
に
は
、
英
訳
に
収
め
ら
れ
た
レ
オ
ニ

ー
ド
・
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
の
挿
絵
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。」
と

述
べ
、
モ
ー
ド
訳
『
復
活
』
挿
絵
版
に
は
三
三
枚
収
め
ら
れ
て
い
る
と
し
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て
い
る
（
同
、
一
一
七
頁
〜
一
一
八
頁
）。
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
漱
石
辞

典
』（
二
〇
一
七
・
五
、
翰
林
書
房
）
に
は
「
ト
ル
ス
ト
イ
」
が
立
項
さ

れ
て
い
る
（
執
筆
は
沼
野
恭
子
）。
た
だ
字
数
の
配
当
が
少
な
い
た
め
か
、

漱
石
と
ト
ル
ス
ト
イ
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
が
や
や
不
十
分
な
の
は
惜

し
ま
れ
る
。

（
２
）
「
漱
石
文
庫
」
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
飛
ケ
谷
美
穂
子
の
『
漱
石
の
書

斎
―
―
外
国
文
学
の
ま
な
ざ
し
、
共
鳴
す
る
孤
独
』（
二
〇
一
七
・
一
二
、

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
収
録
の
第
一
章
Ⅰ
〈「
漱
石
山
房
」
か
ら
「
漱

石
文
庫
」
へ
〉
に
概
観
さ
れ
て
い
る
。
同
書
三
頁
〜
一
三
頁
。

（
３
）
玉
井
敬
之
は
平
成
版
漱
石
全
集
第
六
巻
の
注
解
で
『
復
活
』
を
脚
色
し

た
活
動
写
真
『
シ
ベ
リ
ヤ
の
雪
』
と
推
定
し
て
い
る
（
同
書
六
四
四
頁
〜

六
四
五
頁
。
定
本
漱
石
全
集
で
は
六
四
九
頁
）。
影
山
恒
男
は
そ
れ
を
受

け
、
浅
草
で
上
映
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
活
動
写
真
と
し
て
い
る
（『
夏

目
漱
石
事
典
』
二
三
三
頁
）。

（
４
）
漱
石
の
小
説
を
論
じ
る
こ
と
と
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
、
翻
訳
文
化
の
問
題
を
含
め
て
同
時
代
の
文
壇
状
況
を
視
野
に
容

れ
な
け
れ
ば
正
し
い
理
解
に
は
至
ら
な
い
。
こ
う
し
た
比
較
文
学
的
な

寥
々
た
る
研
究
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
隔
靴
掻
痒
の
観
を
呈
し
て
い
た
の

だ
が
、
意
外
な
こ
と
に
『
そ
れ
か
ら
』
と
『
復
活
』
と
の
比
較
研
究
が
一

九
七
三
年
に
行
わ
れ
て
い
た
（
三
上
公
子
「『
そ
れ
か
ら
』
論
─
─
ト
ル

ス
ト
イ
受
容
の
形
」
一
九
七
三
・
二
『
国
文
目
白
』
第
一
二
号
）。
そ
こ

で
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
汎
神
論
的
自
然
観
と
反
文
明
意
識
の
結
合
に
逢
着

し
た
事
が
漱
石
に
な
じ
み
の
感
性
を
通
し
て
新
た
な
形
で
『
自
然
』
を
復

活
さ
せ
た
」
が
、『
そ
れ
か
ら
』
に
お
け
る
「『
自
然
の
昔
』
は
思
想
的
に

は
ト
ル
ス
ト
イ
の
そ
れ
に
重
な
る
が
内
実
と
し
て
は
全
く
異
る
イ
メ
ー
ジ

を
結
ん
で
い
た
」
と
し
、
二
大
文
豪
の
作
品
の
類
似
と
差
異
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
行
文
に
難
解
な
点
が
あ
る
が
、
そ
の
先
駆
性
は
再
評
価
さ
れ
て

よ
い
。
そ
こ
に
絡
ん
で
い
る
の
が
、
内
田
魯
庵
の
翻
訳
に
他
な
ら
な
い
。

ま
た
相
馬
御
風
は
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』（
大
正
二
年
一
〇
月
）
を

英
訳
か
ら
翻
訳
出
版
し
て
い
る
。
漱
石
と
は
無
関
係
の
よ
う
で
い
て
、『
明

暗
』
に
ま
で
視
野
を
拡
げ
た
と
き
、
こ
の
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
。
な
お
近
年
、
大
木
昭
男
の
「
夏
目
漱
石
と
ロ
シ
ア
文
学
―
―
漱
石

が
読
ん
だ
「
露
西
亜
の
小
説
」
と
は
？
―
―
」（
二
〇
一
七
・
一
二
、『
世

界
文
学
』
一
二
六
号
）
が
あ
る
。こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
。

（
５
）
Ｇ
・
ス
タ
イ
ナ
ー
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
論
じ
る

に
当
た
っ
て
、
翻
訳
（
英
訳
）
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
翻
訳
は
「
多

少
評
判
の
悪
い
裏
切
り
行
為
」
だ
が
、「
少
な
く
と
も
散
文
の
場
合
は
翻

訳
と
い
う
背
信
行
為
に
よ
っ
て
傑
作
が
傑
作
で
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。『
ト
ル
ス
ト
イ
か
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
か
』（
中

川
敏
訳
、
一
九
六
八
・
一
〇
、
白
水
社
）
四
六
頁
。
本
稿
に
登
場
す
る
内

田
魯
庵
、
相
馬
御
風
、
阿
部
次
郎
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ダ
ン
テ
や
セ
ル

バ
ン
テ
ス
か
ら
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
、
イ
プ
セ
ン
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
な
ど
を
英

訳
に
よ
っ
て
享
受
し
た
漱
石
に
し
て
み
れ
ば
、
ス
タ
イ
ナ
ー
の
よ
う
な
主

張
に
共
感
す
る
所
が
大
い
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
６
）
成
田
富
夫
訳
、
二
〇
一
七
・
九
、
成
文
社
。
同
書
八
頁
。
原
著
は
一
九

三
四
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。な
お
、本
稿
で
引
用
し
た
阿
部
次
郎
の
『
光

あ
る
う
ち
光
の
中
に
歩
め
』
の
「
凡
例
」
中
の
デ
ィ
ロ
ン
と
は
同
一
人
物

で
あ
る
。『
ト
ル
ス
ト
イ

新
し
い
肖
像
』
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
と
個
人
的

な
関
係
を
も
っ
た
ロ
シ
ア
学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
信
頼
出
来
る

評
伝
。

（
７
）
明
治
四
〇
年
八
月
五
日
付
、
鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
。
漱
石
は
『
虞
美
人

草
』
を
執
筆
中
だ
っ
た
。

（
８
）
「
１５
」
が
も
う
一
つ
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
父
と
の
面

談
に
接
続
し
て
い
る
メ
モ
で
結
末
と
は
関
係
が
薄
い
。

（
９
）
今
ま
で
レ
ー
ヴ
ィ
ン
と
訳
さ
れ
て
き
た
が
、
木
村
浩
は
「
リ
ョ
ー
ヴ
ィ

ン
」
の
ほ
う
に
妥
当
性
が
あ
る
と
し
て
改
め
た
（
新
潮
文
庫
版
『
ア
ン
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ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
解
説
）。
本
稿
で
は
岩
波
文
庫
で
馴
染
ん
で
き
た
関

係
上
、
従
来
の
表
記
で
あ
る
レ
ー
ヴ
ィ
ン
と
す
る
。
な
お
、
他
の
登
場
人

物
も
、
ウ
ロ
ン
ス
キ
ー
↓
ヴ
ロ
ン
ス
キ
ー
な
ど
、
表
記
の
変
更
が
多
々
あ

る
が
、
原
則
と
し
て
旧
版
七
冊
本
の
岩
波
文
庫
に
拠
っ
た
。

（
１０
）
ル
ネ
・
ジ
ラ
ー
ル
『
欲
望
の
現
象
学
』（
古
田
幸
男
訳
、
一
九
七
一
・

一
〇
、
法
政
大
学
出
版
局
）。
特
に
「
第
一
章
《
三
角
形
的
》
欲
望
」「
第

二
章

人
間
は
お
互
い
に
と
っ
て
神
で
あ
る
」。
同
書
一
頁
〜
一
〇
六
頁
。

（
１１
）『
定
本
漱
石
全
集
』
第
二
〇
巻
「
日
記
・
断
片

下
」（
二
〇
一
八
・
六
、

岩
波
書
店
）
五
三
四
頁
。

（
い
し
ざ
き

ひ
と
し

本
学
名
誉
教
授
）
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